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「ダムより雨水貯留槽を」
長崎新聞政経懇話会4月例会

グローバルウォータ,ジャバン吉村代表が講演

紙面編集・関根め ぐみ

吉
村
氏
が
講
演
し
た
長
崎
新
聞
政
経
懇
話
会

４
月
例
会
――
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル

・
ア
ス

ト
ピ
ア
　
　
　
　
　
　
（荒
木
勝
郎
撮
影
）

長
崎
新
聞
政
経
懇
話
会
４
月

例
会
が
Ｈ
日
、
長
崎
市
茂
里
町

の
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル

・
ア

ス
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
グ

ロ
ー
バ

ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

の
吉
村
和
就
氏
が

「世
界
と
日

本
の
水
環
境
問
題
～
水
道
法
の

改
正
、
ど
う
な
る
日
本
の
水
道

は
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

吉
村
氏
は
長
年
、
大
手

エ
ン

ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
勤
務
。

国
連
本
部
の
環
境
審
議
官
と
し

て
発
展
途
上
国
の
水
イ
ン
フ
ラ

指
導
の
経
験
も
あ
る
。

吉
村
氏
は
世
界
の
水
需
要
に

つ
い
て
、
人
口
増
に
よ
り
急
拡

大
し
て
お
り
、
２
０
３
０
年
に

４０
％
の
水
資
源
が
不
足
す
る
と

す
る
国
連
の
予
測
を
紹
介
。
日

本
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
人

口
減
、
収
入
減
、
老
朽
化
に
よ

る

「
二
重
苦
」
と
指
摘
。

「全

国
の
水
道
管
６６
万
計
の
１５
％
が

耐
用
年
数
を
超
え
、
全
て
取
り

換
え

る

の
に
１
３
０
年
か
か

る
」
と
述
べ
た
。

長
崎
県
に
つ
い
て
は
山
や
岩

盤
、
離
島
が
多
く
施
設
更
新
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
上
、
水

道
圏
も
複
雑
と
分
析
。

「長
崎

県
の
水
道
も
危
な
い
。
こ
れ
か

ら
は
ダ
ム
で
は
な
く
、
個
別
分

散
型
の
雨
水
の
貯
留
槽
を
作

っ

て
、
地
場
で
水
を
回
す
よ
う
に

す
べ
き
で
は
」
と
語

っ
た
。

水
道
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
の
参
入
は
許
認
可
や

実
績
重
視
で
難
し
い
が
、

「下

水
道
や
農
村
集
落
排
水
、
廃
棄

物
処
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
産

業
や
雇
用
の
創
出
と
し
て
大
き

な

ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
が
あ

る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

佐
世
保
会
場
は
１２
日
午
前
Ｈ

時
半
か
ら
佐
世
保
市
栄
町
の
佐

世
保
玉
屋
で
開
く
。

（
田
中
祐
作
）


